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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　複数のパネル構成部材を上下方向あるいは左右方向に一列に配して係合する表示パネル

であって、

　連接して隣り合う一方および他方の両パネル構成部材（１、２）が突き合せる側には、

各々が係合する係合部（３）と被係合部（４）のいずれかを有しており、係合した係合部

（３）と被係合部（４）が当接して対峙する箇所には、挿入孔形成溝（５ａ、５ｂ）をそ

れぞれ設けてあると共に、両挿入孔形成溝（５ａ、５ｂ）が対面して挿入孔（５）を形成

し、挿入孔（５）には、この挿入孔（５）の孔長と略同一の長さであり且つ孔径と略同一

幅を有する棒材（６）を挿入してあり、

　前記両挿入孔形成溝（５ａ、５ｂ）の各々の溝壁部（７ａ、７ｂ）は、各々が挿入孔（

５）の外周側に屈曲状又は湾曲状に形成してあると共に、内周面（Ｕ）に薄肉部（９ａ、

９ｂ）を設けてあり、

　両溝壁部（７ａ、７ｂ）は、各々の外周面（Ｔ）を押圧したときに、挿入孔（５）の内

部に向けて変形し、両溝壁部（７ａ、７ｂ）の内周面（Ｕ）が棒材（６）を両側からそれ

ぞれ押圧して可締めることを特徴とする表示パネル。

【請求項２】

　前記棒材（６）は、断面略矩形状をなすことを特徴とする請求項１記載の表示パネル。

【請求項３】

　前記棒材（６）は、挿入孔（５）の孔長よりも僅かに短く形成してあり、
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　 そ の 棒 材 （ ６ ） を 挿 入 孔 （ ５ ） に 挿 入 し て 溝 壁 部 （ ７ ａ 、 ７ ｂ ） を 可 締 め た と き に 、 溝

壁 部 （ ７ ａ 、 ７ ｂ ） の 棒 材 （ ６ ） よ り も 延 出 し た 部 位 （ ７ ｃ 、 ７ ｄ ） が 間 隙 （ Ｒ ） を 設 け

た 状 態 で 各 々 閉 塞 し 、 挿 入 孔 （ ５ ） の 両 孔 開 口 （ Ｈ ａ 、 Ｈ ｂ ） は 、 棒 材 （ ６ ） の 抜 け 出 し

が 不 能 と な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 表 示 パ ネ ル 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 例 え ば 道 路 標 識 や 店 舗 看 板 、 各 種 案 内 パ ネ ル に 適 用 す る 表 示 パ ネ ル に 関 し 、

特 に 中 空 押 出 形 材 に よ り パ ネ ル 構 成 部 材 を 形 成 す る 表 示 パ ネ ル に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 断 面 略 矩 形 状 を な す 中 空 押 出 形 材 か ら な る パ ネ ル 構 成 部 材 同 士 を 上 下 方 向 ま た は

左 右 方 向 に 一 列 に 配 し て 係 合 し 、 そ の 係 合 箇 所 に 棒 材 を 挿 入 し て 各 パ ネ ル 構 成 部 材 同 士 の

係 合 強 度 を 高 め る 態 様 の 表 示 パ ネ ル が あ っ た 。 こ の よ う な 表 示 パ ネ ル は 、 主 と し て 道 路 標

識 な ど に 使 用 さ れ て お り 、 具 体 的 に は 、 隣 り 合 っ て 係 合 す る 各 パ ネ ル 構 成 部 材 同 士 の 係 合

箇 所 に そ れ ぞ れ 挿 入 孔 形 成 溝 を 設 け 、 互 い を 係 合 し た と き に 孔 形 成 溝 同 士 が 合 わ さ っ て 形

成 さ れ る 挿 入 孔 に 棒 材 を 圧 入 す る こ と で 、 パ ネ ル 構 成 部 材 同 士 の 係 合 を 高 め る も の で あ っ

た 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ８ ０ １ ７ ５

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 と こ ろ が 、 棒 材 を 圧 入 し た の み で は 、 経 年 の 使 用 に よ り 、 自 動 車 の 往 来 や 振 動 な ど の 要

因 で 棒 材 が 係 合 箇 所 か ら 次 第 に 抜 け 出 す 懸 念 が あ り 、 仮 に 棒 材 が 挿 入 孔 か ら 抜 け 出 し た と

き に は 、 表 示 パ ネ ル 下 を 往 来 す る 歩 行 者 や 自 動 者 に 落 下 す る 危 険 性 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 本 発 明 は 以 上 に 述 べ た よ う な 実 情 に 鑑 み 、 パ ネ ル 構 成 部 材 同 士 の 係 合 箇 所 か ら の 棒 材 の

意 図 し な い 抜 け 出 し を 防 ぐ と 共 に 、 係 合 箇 所 の 状 態 を 関 係 者 や 第 三 者 に 対 し て 、 視 覚 的 に

容 易 に 確 認 さ せ る こ と が で き る 表 示 パ ネ ル を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 複 数 の パ ネ ル 構 成 部 材 を 上 下 方 向 あ る い は 左 右 方 向 に

一 列 に 配 し て 係 合 す る 表 示 パ ネ ル で あ っ て 、 連 接 し て 隣 り 合 う 一 方 お よ び 他 方 の 両 パ ネ ル

構 成 部 材 が 突 き 合 せ る 側 に は 、 各 々 が 係 合 す る 係 合 部 と 被 係 合 部 の い ず れ か を 有 し て お り

、 係 合 し た 係 合 部 と 被 係 合 部 が 当 接 し て 対 峙 す る 箇 所 に は 、 挿 入 孔 形 成 溝 を そ れ ぞ れ 設 け

て あ る と 共 に 、 両 挿 入 孔 形 成 溝 が 対 面 し て 挿 入 孔 を 形 成 し 、 挿 入 孔 に は 、 こ の 挿 入 孔 の 孔

長 と 略 同 一 の 長 さ で あ り 且 つ 孔 径 と 略 同 一 幅 を 有 す る 棒 材 を 挿 入 し て あ り 、 前 記 両 挿 入 孔

形 成 溝 ） の 各 々 の 溝 壁 部 は 、 各 々 が 挿 入 孔 の 外 周 側 に 屈 曲 状 又 は 湾 曲 状 に 形 成 し て あ る と

共 に 、 内 周 面 に 薄 肉 部 を 設 け て あ り 、 両 溝 壁 部 は 、 各 々 の 外 周 面 を 押 圧 し た と き に 、 挿 入

孔 の 内 部 に 向 け て 変 形 し 、 両 溝 壁 部 の 内 周 面 が 棒 材 を 両 側 か ら そ れ ぞ れ 押 圧 し て 可 締 め る

こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 で は 、 前 記 棒 材 は 、 断 面 略 矩 形 状 を な す こ と を 特 徴 と す る

。

　 こ こ で 断 面 略 矩 形 状 と は 、 棒 材 の 四 方 の 各 端 面 が 略 フ ラ ッ ト 面 で 形 成 し て あ る も の を い

い 、 例 え ば 、 角 丸 四 角 形 状 な ど も 含 ん で い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 で は 、 前 記 棒 材 は 、 挿 入 孔 の 孔 長 よ り も 僅 か に 短 く 形 成 し

て あ り 、 そ の 棒 材 を 挿 入 孔 に 挿 入 し て 溝 壁 部 を 可 締 め た と き に 、 溝 壁 部 の 棒 材 よ り も 延 出

し た 部 位 が 間 隔 を 設 け た 状 態 で 各 々 閉 塞 し 、 挿 入 孔 の 両 孔 開 口 は 、 棒 材 の 抜 け 出 し が 不 能
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と な る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の う ち 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 連 接 し て 隣 り 合 う 両 パ ネ ル 構 成 部 材 の 挿 入

孔 に 棒 材 を 入 れ 、 挿 入 孔 を 形 成 す る 両 溝 壁 部 の 外 周 面 を 工 具 な ど で 押 圧 し て 変 形 さ せ る こ

と に よ り 、 棒 材 を し っ か り と 両 パ ネ ル 構 成 部 材 の 係 合 箇 所 に 可 締 め る こ と が で き る 。 こ れ

に よ り 、 棒 材 が 挿 入 孔 か ら 簡 単 に 抜 け 出 さ な く な り 、 自 動 車 や 歩 行 者 な ど の 表 示 パ ネ ル 下

通 行 者 の 頭 上 安 全 が 確 保 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の う ち 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 棒 材 が 断 面 略 矩 形 状 を な す こ と で 、 棒 材 を

挿 入 孔 に 入 れ て 両 溝 壁 部 の 外 周 面 を 各 々 押 圧 し て 可 締 め た と き に 、 棒 材 が 断 面 略 矩 形 状 で

あ る た め 、 棒 材 が 使 用 時 に 受 け る 振 動 な ど の 要 因 で 、 挿 入 孔 内 で 長 手 方 向 軸 に 軸 回 転 す る

こ と が な く 、 棒 材 の 不 意 な 軸 回 転 に よ る 挿 入 孔 か ら の 抜 け 出 し が 防 が れ る 。 し か も 、 変 形

し た 両 溝 壁 部 が 棒 材 の フ ラ ッ ト な 端 面 に 隙 間 無 く 可 締 め ら れ て い る 様 が 外 部 か ら 容 易 に 目

視 で き る た め 、 棒 材 が 挿 入 孔 か ら 抜 け 出 し 難 い 構 造 で あ る こ と が 視 覚 的 に 確 認 で き 、 結 果

、 施 工 関 係 者 は も ち ろ ん 、 通 行 人 な ど の 第 三 者 に お い て も 広 く 表 示 パ ネ ル の 安 全 性 を 理 解

さ せ る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の う ち 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 棒 材 を 挿 入 孔 の 孔 長 よ り も 短 く 形 成 す る こ

と で 、 溝 壁 部 の 孔 開 口 側 の 棒 材 よ り も 延 出 す る 部 位 が 棒 材 の 長 手 方 向 の 端 部 に 被 さ る よ う

に 可 締 め ら れ る 。 こ れ に よ り 、 棒 材 が 挿 入 孔 か ら 不 用 意 に 抜 け 出 す こ と が な く 、 し か も 、

挿 入 孔 は 孔 開 口 が 狭 め ら れ た の み で あ り 、 従 っ て 、 棒 材 長 手 方 向 の 両 端 面 が 挿 入 孔 の 外 か

ら 覗 く こ と の で き る 状 態 と な る こ と か ら 、 棒 材 が 挿 入 孔 か ら 抜 け 出 さ な い 状 態 に あ る こ と

を 第 三 者 が 視 覚 的 に 確 認 で き る た め 、 よ り 安 全 性 の 高 い 表 示 パ ネ ル を 提 供 で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 表 示 パ ネ ル の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。

　 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） は そ れ ぞ れ 、 本 発 明 の 表 示 パ ネ ル の 係 合 箇 所 を 拡 大 し て 示 す 側 面 図 で

あ り 、 （ ａ ） は 、 棒 材 ６ を 挿 入 孔 ５ に 挿 入 し た 状 態 を 示 し 、 （ ｂ ） は 、 挿 入 し た 棒 材 ６ を

可 締 め た 状 態 を 示 す も の で あ る 。 図 ２ （ ａ ） は 、 係 合 し た 両 パ ネ ル 構 成 部 材 １ 、 ２ の 全 体

を 示 す 側 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 一 方 の パ ネ ル 構 成 部 材 １ の 側 面 図 で あ り 、 （ ｃ ） は 、 他

方 の パ ネ ル 構 成 部 材 ２ の 側 面 図 で あ り 、 （ ｄ ） は 、 棒 材 ６ の 斜 視 図 で あ り 、 （ ｅ ） は 、 棒

材 ６ の 側 面 図 で あ る 。

　 本 表 示 パ ネ ル Ａ は 、 図 ４ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 例 と し て 道 路 標 識 と し て 適 用 す る

も の で あ り 、 具 体 的 に は 、 地 面 か ら 垂 直 に 起 立 す る 本 柱 １ ０ の 上 部 に 水 平 に 延 び る 支 柱 １

１ 、 １ １ が 上 下 に 間 隔 を あ け て ２ 本 配 置 し て あ り 、 こ の 支 柱 １ １ 、 １ １ に 補 強 部 材 １ ３ お

よ び 固 定 具 １ ４ に よ り パ ネ ル 構 成 部 材 １ 、 ２ を 上 下 方 向 に 一 列 に 複 数 係 合 し た 本 表 示 パ ネ

ル Ａ を 取 り 付 け る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 表 示 パ ネ ル Ａ を 構 成 す る 複 数 の パ ネ ル 構 成 部 材 １ 、 ２ の う ち 、 図 ２ （ ａ ） の よ

う に 、 上 下 方 向 に 隣 接 す る 一 方 の パ ネ ル 構 成 部 材 １ と 他 方 の パ ネ ル 構 成 部 材 ２ の う ち の ２

枚 の み の 構 成 を 抜 粋 し て 説 明 す る 。

　 一 方 お よ び 他 方 の パ ネ ル 構 成 部 材 １ 、 ２ は 、 表 示 側 に 位 置 す る 側 に 一 方 側 壁 部 １ ａ 、 ２

ａ 、 そ し て 非 表 示 側 に 位 置 す る 側 に 他 方 側 壁 部 １ ｂ 、 ２ ｂ を 平 行 に 配 置 し 、 さ ら に 一 方 側

壁 部 １ ａ 、 ２ ａ と 他 方 側 壁 部 １ ｂ 、 ２ ｂ の 上 下 方 向 の 両 端 部 に は 、 一 方 側 壁 部 １ ａ 、 ２ ａ

と 他 方 側 壁 部 １ ｂ 、 ２ ｂ を つ な ぐ よ う に 小 口 側 壁 部 １ ｃ 、 １ ｄ 、 ２ ｃ 、 ２ ｄ を 各 々 設 け て

あ る 。 以 上 、 本 実 施 に よ る 表 示 パ ネ ル Ａ を 側 面 視 し た と き に 縦 長 略 矩 形 状 を な す 中 空 の 構

造 体 で あ り 、 本 実 施 の も の は 、 押 出 成 形 に よ り 得 ら れ る 中 空 押 出 形 材 を 用 い た も の で あ る

。

　 ま た 、 本 発 明 の 表 示 パ ネ ル Ａ は 、 係 合 し て 配 設 す る パ ネ ル 構 成 部 材 １ 、 ２ の 数 に つ い て

10

20

30

40

50



(4) JP  4921308  B2  2012.4.25

、 図 ３ （ ａ ） に 示 す も の に 限 る も の で は な く 、 例 え ば 、 情 報 の 表 示 内 容 な ど 必 要 に 応 じ て

パ ネ ル 構 成 部 材 １ 、 ２ を 連 接 す る 数 は 適 宜 変 更 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 一 方 お よ び 他 方 の パ ネ ル 構 成 部 材 １ 、 ２ は 、 本 実 施 の も の で は 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う な

非 表 示 側 に お い て 「 溝 付 き 」 の も の と 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う な 「 溝 な し 」 の も の と が あ

り 、 こ の う ち 「 溝 付 き 」 の も の は 、 図 ４ （ ａ ） （ ｂ ） の よ う に 、 パ ネ ル 構 成 部 材 ２ の 上 下

方 向 の 略 中 間 部 の 非 表 示 側 に 支 柱 １ ０ に 取 り 付 け た 補 強 部 材 １ ４ を 嵌 合 す る た め の 略 水 平

方 向 に 延 び る 凹 溝 １ ２ を 有 し て い る 。

　 一 方 お よ び 他 方 の パ ネ ル 構 成 部 材 １ 、 ２ 同 士 が 突 き 合 せ る 側 の 各 々 の 小 口 側 壁 部 １ ｄ 、

２ ｃ に は 、 垂 直 片 ３ ａ 、 ４ ａ と 、 そ の 垂 直 片 ３ ａ 、 ４ ａ の 先 端 か ら 略 水 平 方 向 に 伸 び る 水

平 片 ３ ｂ 、 ４ ｂ と か ら な る 鉤 状 を な す 一 対 の 係 合 部 ３ 、 も し く は 被 係 合 部 ４ を 両 パ ネ ル 構

成 部 材 １ 、 ２ の 一 方 側 壁 部 １ ａ 寄 り の 箇 所 と 、 他 方 側 壁 部 １ ｂ 寄 り の 箇 所 の ２ 箇 所 に そ れ

ぞ れ 設 け て あ る 。

　 そ し て 係 合 部 ３ と 被 係 合 部 ４ は 、 互 い の 水 平 片 ３ ｂ 、 ４ ｂ 同 士 が 上 下 に 重 な る こ と で 、

両 パ ネ ル 構 成 部 材 １ 、 ２ が 上 下 方 向 に 離 れ る の を 規 制 し て い る 。 ま た 、 両 パ ネ ル 構 成 部 材

１ 、 ２ の 各 々 の 小 口 側 壁 部 １ ｄ 、 ２ ｃ の ２ 箇 所 に あ る 両 係 合 部 ３ 、 ３ 間 、 も し く は 両 被 係

合 部 ４ ， ４ 間 に は 、 溝 壁 部 ７ ａ 、 ７ ｂ が 外 周 側 に 略 「 く の 字 」 型 に 窪 ん だ 挿 入 孔 形 成 溝 ５

ａ 、 ５ ｂ が 設 け て あ り 、 溝 壁 部 ７ ａ 、 ７ ｂ の 内 周 面 Ｕ の 左 右 方 向 の 略 中 央 位 置 に は 、 他 の

部 分 よ り も 肉 厚 を 薄 く す る 薄 肉 部 ９ ａ 、 ９ ｂ が 設 け て あ る 。

　 こ れ に よ り 、 連 接 し て 隣 り 合 う 一 方 お よ び 他 方 の 両 パ ネ ル 構 成 部 材 １ 、 ２ を 係 合 し た と

き に 、 両 挿 入 孔 形 成 溝 ５ ａ 、 ５ ｂ が 上 下 に 対 面 し て 合 わ さ り 、 両 パ ネ ル 構 成 部 材 １ 、 ２ の

溝 壁 部 ７ ａ 、 ７ ｂ と 、 係 合 部 ３ の 垂 直 片 ３ ａ と 、 被 係 合 部 ４ の 垂 直 片 ４ ａ と か ら 四 方 を 囲

む 略 六 角 形 状 を な す 挿 入 孔 ５ を 形 成 し 、 こ の 挿 入 孔 ５ に は 、 図 ２ （ ｄ ） （ ｅ ） に 示 す よ う

な 断 面 略 矩 形 状 を な す 棒 材 ６ を 挿 入 す る こ と で 、 棒 材 ６ の 左 右 両 端 面 ６ ｃ 、 ６ ｄ が 前 述 し

た 両 水 平 片 ３ ｂ 、 ４ ｂ と 各 々 当 接 し 、 挿 入 孔 ５ 内 に お け る 棒 材 ６ の 長 手 方 向 軸 の 不 意 な 軸

回 転 が 略 不 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 前 述 し た 隣 り 合 う 一 方 お よ び 他 方 の パ ネ ル 構 成 部 材 １ 、 ２ の 係 合 状 態 に つ い て 、 以 下 に

詳 し く 説 明 す る 。

　 図 １ （ ｂ ） の よ う に 、 一 方 お よ び 他 方 の パ ネ ル 構 成 部 材 １ 、 ２ の 互 い の 小 口 側 壁 部 １ ｄ

、 ２ ｃ の 溝 壁 部 ７ ａ 、 ７ ｂ に 対 し て 、 そ の 溝 壁 部 ７ ａ 、 ７ ｂ の 外 周 面 Ｔ を 挿 入 孔 ５ 内 に 向

か う 方 向 に 例 え ば 、 ペ ン チ な ど の 工 具 を 用 い て 押 圧 す る こ と に よ り 、 両 溝 壁 部 ７ ａ 、 ７ ｂ

の 薄 肉 部 ９ ａ 、 ９ ｂ に 応 力 が 集 中 し て 内 周 側 に 変 形 し 、 こ の 両 溝 壁 部 ７ ａ 、 ７ ｂ の 内 周 面

Ｕ に よ っ て 棒 材 ６ が 可 締 め ら れ る 。 こ れ に よ り 、 棒 材 ６ の 上 下 両 端 面 ６ ａ 、 ６ ｂ が 両 溝 壁

部 ７ ａ 、 ７ ｂ に よ っ て 上 方 と 下 方 か ら 挟 み 込 む よ う に 押 圧 さ れ 、 最 終 的 に 、 棒 材 ６ の 上 下

両 端 面 ６ ａ 、 ６ ｂ と 両 溝 壁 部 ７ ａ 、 ７ ｂ が フ ラ ッ ト 面 同 士 で 当 接 ・ 押 圧 し 合 い 、 前 述 し た

係 合 部 ３ お よ び 被 係 合 部 ４ の 両 垂 直 片 ３ ａ 、 ４ ａ と 棒 材 ６ の 左 右 両 端 面 ６ ｃ 、 ６ ｄ と の 当

接 箇 所 も 合 わ せ て 、 棒 材 ６ の 四 方 の す べ て の 端 面 ６ ａ 、 ６ ｂ 、 ６ ｃ 、 ６ ｄ を 可 締 め る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 以 上 の よ う に 、 挿 入 孔 ５ 内 に 棒 材 ６ を 可 締 め る こ と に よ り 、 例 え ば 、 本 実 施 に よ る 表 示

パ ネ ル Ａ が 風 圧 を 受 け て 係 合 箇 所 に 応 力 が 集 中 し 、 連 接 し て 隣 り 合 う 一 方 お よ び 他 方 の 両

パ ネ ル 構 成 部 材 １ 、 ２ が そ の 係 合 箇 所 を 中 心 に 回 転 し よ う と し た と き に 、 挿 入 孔 ５ の 内 周

面 Ｕ と 棒 材 ６ の 四 方 の 各 端 面 ６ ａ 、 ６ ｂ 、 ６ ｃ 、 ６ ｄ が 略 フ ラ ッ ト な 状 態 で 圧 接 す る こ と

か ら 、 棒 材 ６ の 可 締 め 強 度 が 極 め て 高 く な る 。 し か も 、 棒 材 ６ の 四 方 の 各 端 面 ６ ａ 、 ６ ｂ

、 ６ ｃ 、 ６ ｄ が す べ て 略 フ ラ ッ ト な 面 同 士 で 当 接 す る 状 態 で 可 締 め て あ る の で 、 例 え ば 、

自 動 車 通 行 に よ る 振 動 伝 達 や 風 圧 な ど の 外 的 な 力 に よ り 、 棒 材 ６ が 挿 入 孔 ５ の 内 部 で 長 手

方 向 軸 に 回 転 し 難 く な る こ と か ら 、 本 実 施 に よ る 表 示 パ ネ ル Ａ の 経 年 設 置 な ど の 各 種 要 因

に よ る 不 意 な 抜 け 出 し の 可 能 性 も 極 め て 低 い 。 ま た 、 本 実 施 に よ る 表 示 パ ネ ル Ａ の 左 右 い

ず れ か の 側 面 か ら 見 た と き に 、 棒 材 ６ が 挿 入 孔 ５ の 内 周 面 Ｕ 全 周 に 略 一 致 す る 状 態 で 可 締

10

20

30

40

50



(5) JP  4921308  B2  2012.4.25

め て あ る こ と が 第 三 者 か ら も 認 識 で き る の で 、 本 実 施 に よ る 表 示 パ ネ ル Ａ が 視 覚 的 に も 安

全 面 が 高 い こ と を 伝 え ら れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 の 表 示 パ ネ ル Ａ は 、 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 棒 材 ６ を 挿 入 孔 ５ の 孔 長 よ

り も 短 く す る こ と で 、 両 溝 壁 部 ７ ａ 、 ７ ｂ の 棒 材 ６ よ り も 延 出 す る 挿 入 孔 ５ の 開 放 口 側 の

延 出 し た 部 位 ７ ｃ 、 ７ ｄ を 可 締 め た と き に 、 両 溝 壁 部 ７ ａ 、 ７ ｂ の 延 出 し た 部 位 ７ ｃ 、 ７

ｄ が 棒 材 ６ の 長 手 方 向 の 両 端 部 に 間 隙 Ｒ を 設 け た 状 態 で 被 さ っ て 、 挿 入 孔 ５ の 開 放 口 Ｈ ａ

、 Ｈ ｂ 側 の 孔 幅 を 狭 め る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 挿 入 孔 ５ に 挿 入 し た 棒 材 ６ が 不 用 意

に 外 に 抜 け 出 さ な く な る の は 勿 論 、 第 三 者 か ら も 挿 入 孔 ５ に 棒 材 ６ が 挿 入 さ れ て い る 様 が

確 認 で き る 上 、 棒 材 ６ が 挿 入 孔 ５ か ら 抜 け 出 し 不 能 な 状 態 に あ る こ と が 一 目 で き 、 視 覚 的

に も 本 表 示 パ ネ ル Ａ の 安 全 性 を 確 認 で き る よ う に な る 。

　 尚 、 本 実 施 の も の は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 挿 入 孔 ５ の 両 開 放 口 Ｈ ａ 、 Ｈ ｂ 寄 り の

溝 壁 部 ７ ａ 、 ７ ｂ の 複 数 箇 所 Ｋ を 工 具 等 で 他 部 よ り さ ら に 強 く 押 圧 し 、 そ の 部 分 の 溝 壁 部

７ ａ 、 ７ ｂ の 内 周 面 Ｕ を 棒 材 ６ の 上 下 の 両 端 面 ６ ａ 、 ６ ｂ に 深 く 食 い 込 ま せ る よ う に し て

可 締 め て お り 、 こ れ に よ り 、 棒 材 ６ の 可 締 め 強 度 を よ り 一 層 強 固 に し て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 の 表 示 パ ネ ル Ａ は 、 本 実 施 形 態 で 例 示 し た 道 路 標 識 の 他 に 、 例 え ば 店 舗 看 板 や 案

内 標 識 等 に も 適 用 で き る 。 ま た 請 求 項 お よ び 本 実 施 形 態 で は 、 表 示 パ ネ ル Ａ の 表 示 す る 方

向 に つ い て 表 示 側 と 非 表 示 側 と し て い る が 、 こ の 表 現 に は 例 え ば 、 一 方 側 お よ び 他 方 側 、

あ る い は 店 舗 で あ れ ば 、 店 内 側 と 店 外 側 な ど の 関 係 も 含 ま れ る 。 ま た 、 両 挿 入 孔 形 成 溝 ５

ａ 、 ５ ｂ の 溝 壁 部 ７ ａ 、 ７ ｂ の 内 周 面 Ｕ に 設 け る 薄 肉 部 ９ ａ 、 ９ ｂ は 、 溝 壁 部 ７ ａ 、 ７ ｂ

を 他 の 部 分 に 比 べ て 部 分 的 に 肉 厚 を 薄 く す る も の で あ れ ば よ い の で 、 例 え ば 窪 み 状 、 溝 状

な ど 、 形 状 や 大 き さ を 限 る も の で は な い 。 さ ら に 薄 肉 部 ９ ａ 、 ９ ｂ を 設 け る 箇 所 も 、 本 実

施 の も の の よ う に 溝 壁 部 ７ ａ 、 ７ ｂ の 内 周 面 Ｕ の 略 中 央 位 置 に 限 る も の で は な く 、 溝 壁 部

７ ａ 、 ７ ｂ が 内 周 側 に 変 形 し や す い 位 置 に あ れ ば よ い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 （ ａ ） は 、 本 発 明 の 表 示 パ ネ ル に お い て 、 図 ２ 中 Ｂ の 円 で 囲 ん だ 部 分 を 拡 大 し 、

連 接 し て 隣 り 合 う 両 パ ネ ル 構 成 部 材 の 係 合 箇 所 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 棒 材 を 可

締 め た 後 の 状 態 を 拡 大 し て 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 （ ａ ） は 、 連 接 し て 隣 り 合 う 一 方 お よ び 他 方 の パ ネ ル 構 成 部 材 の 全 体 を 示 す 側 面

図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 一 方 （ 溝 付 き ） の パ ネ ル 構 成 部 材 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 （ ｃ ） は 、

他 方 （ 溝 な し ） の パ ネ ル 構 成 部 材 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 （ ｄ ） は 、 棒 材 の 斜 視 図 で あ り 、

（ ｅ ） は 、 棒 材 の 側 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 （ ａ ） は 、 本 発 明 の 表 示 パ ネ ル の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は

、 側 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 （ ａ ） は 、 本 発 明 の 表 示 パ ネ ル を 適 用 し た 道 路 標 識 の 全 体 を 示 す 正 面 図 で あ り 、

（ ｂ ） は 、 そ の う ち の 表 示 パ ネ ル の み を 示 す 背 面 視 し た 斜 視 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 　 １ 　 一 方 の パ ネ ル 構 成 部 材

　 　 ２ 　 他 方 の パ ネ ル 構 成 部 材

　 　 ３ 　 係 合 部

　 　 ４ 　 被 係 合 部

　 　 ５ 　 挿 入 孔

　 　 ５ ａ 、 ５ ｂ 　 挿 入 孔 形 成 溝

　 　 ６ 　 棒 材

　 　 ７ ａ 、 ７ ｂ 　 溝 壁 部

　 　 ７ ｃ 、 ７ ｄ 　 延 出 し た 部 位

　 　 ９ ａ 、 ９ ｂ 　 薄 肉 部
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　 　 Ａ 　 表 示 パ ネ ル

　 　 Ｈ ａ 、 Ｈ ｂ 　 孔 開 口

　 　 Ｒ 　 間 隙

　 　 Ｔ 　 外 周 面

　 　 Ｕ 　 内 周 面

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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　　　　　　　Ｅ０４Ｂ２／０２、２／７４

　　　　　　　Ｆ１６Ｂ５／００－５／１２

　　　　　　　Ｇ０９Ｆ７／００－７／２２

　　　　　　　　　　　１５／００－１７／００
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